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令和7年度一般会計補正予算など
可決

9月定例会を開催 会期　9月４日～9月29日

令和６年度歳入歳出決算認定

会計名 補正額 総額

令和7年度9月 補正予算

　２億400万円の令和７年度一般会計補正予算案（補正後103億1,900万
円）など委員会に付託していた17議案を原案どおり可決・認定しました。また、
追加提案した議員提出議案も可決しました。
　主な補正は、新型コロナウイルスワクチン接種健康被害給付費負担金として4,453万円、白
方小学校体育館の照明のLED化などに788万円、堀江公園の街灯設置に330万円など。また、
多度津中学校体育館の空調設備設置に伴う多度津町立教育施設使用条例の一部改正案など。

↑決算審査意見報告を行う岸上監査委員

　令和６年度会計予算が適正にかつ効果的に使われ
たかを、会計別歳入歳出決算書、各事業の事項別明
細書、成果報告書等資料、監査委員の審査意見を基
に審議しました。
　令和６年度歳入歳出決算（一般会計・特別会計）は、
適正に執行されていると認定しました。

２億400万円
100万円
50万円

１億4,540万円
300万円

103億1,900万円
23億9,300万円

2,930万円
 26億780万円
 6億6,770万円

国民健康保険

国民健康保険直営診療所

介護保険事業

後期高齢者医療

特
　
別
　
会
　
計

一　般　会　計

区分 補正額 総額

◎公共下水道事業

70万３千円
△ 34万２千円
35万４千円

7億9,521万６千円
7億6,829万５千円
８億8,293万４千円

収　益　的　収　入

収　益　的　支　出

資　本　的　支　出
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令和７年　第3回9月定例会　審議結果

議員名

議案名等

採
決
結
果

議席番号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
氏
家
　
法
雄

大
平
　
恭
大

藪
内
真
由
美

門
　
　
秀
俊

兼
若
　
幸
一

中
野
　
一
郎

金
井
　
浩
三

小
川
　
　
保

古
川
　
幸
義

隅
岡
　
美
子

村
井
　
　
勉

渡
辺
美
喜
子

尾
崎
　
忠
義

藪
　
乃
理
子

採決結果　　 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席　除：除斥 
可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可　継：継続審査

議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号８番　金井　浩三）
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議案
第 1号

一般職の職員の給与に関する条例の
一部改正について

議案
第 2号

多度津町風致地区内における建築等の
規制に関する条例の一部改正について

議案
第 3号

多度津町火入れに関する条例の一部
改正について

議案
第 4号

多度津町消防職員の任免服務並びに給
与に関する条例の一部改正について

議案
第 5号

多度津町立教育施設使用条例の一部
改正について

議案
第 6号

令和７年度多度津町一般会計補正予算
（第２号）

議案
第 7号

令和７年度多度津町特別会計国民健
康保険補正予算（第１号）

議案
第 8号

令和７年度多度津町特別会計国民健
康保険直営診療所補正予算（第１号）

議案
第 9号

令和７年度多度津町特別会計介護保
険事業補正予算（第１号）

議案
第 10号

令和７年度多度津町特別会計後期高
齢者医療補正予算（第１号）

議案
第 11号

令和７年度多度津町公共下水道事業
会計補正予算（第１号）

議案
第 12号

令和６年度多度津町一般会計歳入歳
出決算認定について

議案
第 13号

令和６年度多度津町特別会計国民健
康保険歳入歳出決算認定について

議案
第 14号

令和６年度多度津町特別会計国民健康保
険直営診療所歳入歳出決算認定について

議案
第 15号

令和６年度多度津町特別会計介護保
険事業歳入歳出決算認定について

議案
第 16号

令和６年度多度津町特別会計後期高
齢者医療歳入歳出決算認定について

議案
第 17号

令和６年度多度津町公共下水道事業
会計決算認定について

議員提出議案
第１号 議員派遣の件について

議員提出議案
第２号 議員派遣の件について

閉会中の継続調査について
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質問者 質問事項 関連ページ

一 般 質 問

町政を問う！！

藪内真由美 多度津中学校の部活動について
デマンド型交通の進捗状況について 5

渡 辺 美 喜 子 精神障害者も医療費助成の対象に
瀬戸内国際芸術祭2025高見島について 6

藪 　 乃 理 子 「DX化」について
町長の国や県への陳情について 6

門 　 　 秀 俊 まちのコイン「どっつ」について
多度津の漁業の今後について 7

氏 家 　 法 雄 インクルーシブなまちづくりについて
将来の就職先について 8

兼 若 　 幸 一 住んでもらえる町つくりについて
自治会の在り方について 9

古 川 　 幸 義 コメ農家へ支援と対策について 10

小 川 　 　 保 高齢者の移動手段確保について 8

中 野 　 一 郎
不法投棄の対策について
スマート農業への転換について
給食費の公会計化以降の滞納について

7

隅 岡 　 美 子
AEDへの三角巾の常備について
防災会議の女性委員の任命状況について
空調付きベスト等を導入する考えは

9
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今
後
の
予
定
や
課
題
は
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

　
　
　
　
　

運
営
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
を
専
門
の
会
社
と
委
託
契
約
し
、

運
行
は「
有
限
会
社
多
度
津
タ
ク
シ
ー
」

と
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
実
施
し
て
い

る
75
歳
以
上
の
方
へ
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
サ
ー

ビ
ス
の
運
営
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
方
法
が
町
の
ニ
ー
ズ
と
合

う
の
か
、検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
展
開
の
メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は
、部
活
動
指
導
員

等
に
よ
る
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
事

が
で
き
る
こ
と
、教
員
の
負
担
が
減
る

こ
と
な
ど
が
あ
る
。デ
メ
リ
ッ
ト
は
、活

動
の
指
導
時
間
が
不
規
則
や
時
短
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
教
員
と
部
活
指
導
員
と
で
は
、ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、ま
た
、ト
ラ

ブ
ル
等
は
ど
う
指
導
す
る
の
か
。

　
　
　
　

運
営
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に

違
い
は
な
い
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
共
有

し
て
運
営
し
て
い
く
。

　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
実
証
実
験
は
、

ど
の
よ
う
な
補
助
制
度
を
使
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
所
管
の「
交

通
空
白
解
消
緊
急
対
策
事
業
」を
活
用

す
る
。補
助
交
付
決
定
額
は
、対
象
経
費

１
７
７
２
万
円
に
対
し
、１
３
４
８
万
円

と
な
っ
た
。

問問問

問

2
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

進
捗
状
況
は

1
多
度
津
中
学
校
の

部
活
動
は

政
策
課
長

高
齢
者
保
険
課
長

藪 

内
　 

真 

由 

美
議 

員

や
ぶ    

う
ち             

ま
　
　
ゆ
　
　
み

一般質問とは
一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を問うものです。
１人あたりの持ち時間は答弁を含めて60分です。
議会だよりでは、質問と答弁の一部を要約して掲載しています。議事録は町議会ホーム
ページに掲載しています。

政
策
課
長

教
育
長

教
育
長
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渡 

辺　
美 

喜 

子
議 

員

わ
た    

な
べ
　
　
　 

み   

　 

き  

　  

こ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
島
の
環
境
整
備
は
。

　
　
　
　
　
政
策
課
に
専
門
職
員
を
１

名
配
置
し
て
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。不

十
分
な
箇
所
は
人
員
を
増
や
し
、開
幕

ま
で
に
は
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
２
０
２
２
年
の
瀬
戸
芸
で
は
本
町

通
り
等
も
同
時
開
催
で
あ
っ
た
が
、今

回
は
。

　
　
　

県
の「
地
域
活
力
向
上
の
た
め

の
市
町
等
総
合
交
付
金
」を
財
源
と
し

て
活
用
し
、合
田
邸
の
一
般
公
開
や
日

本
遺
産
北
前
船
に
関
す
る
講
演
会
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

「
た
ど
つ
本
町
デ
ー
」も
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
者
数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
統
合
失
調
症
、双
極

性
障
害
、高
次
脳
機
能
障
害
、自
閉
症
、

学
習
障
害
、注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
等

の
発
達
障
害
、ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
な

ど
の
精
神
疾
患
が
含
ま
れ
る
。令
和
６

年
度
の
手
帳
交
付
者
数
は
２
１
９
人

で
、１
級
11
人
、２
級
１
３
３
人
、３
級

75
人
で
あ
る
。

　
　
助
成
制
度
の
本
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

精
神
障
害
の
医
療

費
助
成
拡
充
は
、本
町
の
福
祉
を
向
上

し
て
い
く
上
で
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、今
後
は
財
源
確
保
に
向
け

て
県
内
市
町
と
協
議
を
行
い
、県
へ
要

望
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ア
ー
ト
作
品
の
計
画
と
状
況
は
。

　
　
　
　
　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０

２
５
は「
海
の
復
権
」を
テ
ー
マ
と
し
て

10
月
３
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
期
間

で
開
催
さ
れ
る
。作
品
は
７
作
品
と
１

問問問政
策
課
長

政
策
課
長

町
長

2
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
２
５
高
見
島
は

　
　

国
や
県
へ
の
陳
情
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

陳
情
は
大
変
重
要
で
、町
長
の

責
務
で
あ
る
。し
か
し
、町
単
独
で
行

う
よ
り
も
、近
隣
の
市
町
と
団
結
し
て

行
う
方
が
有
効
な
手
立
て
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
　

令
和
６
年
度
は
国
へ
の
陳
情
が

８
回
だ
っ
た
が
、陳
情
の
回
数
が
少
な

い
こ
と
は「
声
が
届
か
な
い
」「
予
算
が

引
き
出
せ
な
い
」と
い
っ
た
リ
ス
ク
に

直
結
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
内
で
の
公
務
を
最
優
先
し

な
が
ら
、引
き
続
き
国
や
県
へ
の
要
望

を
行
う
。

　
　
本
町
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
化
の
位
置
付

け
は
。

　
　
　
本
町
に
即
し
た
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性

を
検
討
し
つ
つ
、関
連
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
町
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

　
　

現
時
点
で
本
町
が
Ｄ
Ｘ
化
に
お

い
て
重
点
を
置
い
て
い
る
分
野
、特
に

改
善
が
必
要
な
分
野
は
。

　
　
　
　
　
　

重
点
的
に
取
り
組
む

分
野
を
整
理
し
つ
つ
、住
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

を
目
指
す
。

　
　
電
子
決
裁
の
導
入
は
。

　
　
　
公
文
書
に
関
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、十
分
に
準
備
期
間
を
設
け
て
調
査

し
、慎
重
に
精
査
す
る
。

　
　
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を
描

い
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
国
や
県
の
支
援
策
も
活

用
し
財
政
効
率
も
図
り
な
が
ら
、効
果
的

か
つ
効
率
的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
を
目
指
す
。多

く
の
住
民
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
施
策
を
研
究
す
る
。

問問問 1
Ｄ
Ｘ
化
は

２
国
、県
へ
の
陳
情
は

1
精
神
障
害
者
の
医
療
費

助
成
は

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

問問

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

問 問

藪　
乃 

理 

子
議 

員

や
ぶ          

の       

り
　
　 

こ

町
長

町
長

町
長

町
長

問
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1
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の

対
策
は

２
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
対
策
は

3
給
食
費
の
滞
納
対
策
は

像
診
断
技
術
を
用
い
た
農
薬
散
布
で
は
、

散
布
量
の
低
減
に
よ
り
、コ
ス
ト
削
減
と

自
然
環
境
へ
の
影
響
等
も
抑
制
さ
れ
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、情

報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
給
食
費
の
滞
納
問
題
の
対
策
と

し
て
、児
童
手
当
か
ら
の
申
出
に
よ
る

徴
求
の
実
施
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
の
経
済
状

況
等
を
勘
案
し
、対
応
に
努
め
て
い
る

が
、給
食
費
が
公
会
計
化
さ
れ
た
令
和

３
年
度
以
降
、毎
年
１
０
０
万
円
以
上
の

滞
納
額
が
累
積
さ
れ
て
い
る
。今
後
の
対

応
と
し
て
、多
度
津
町
学
校
給
食
費
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
の「
学
校
給
食
申

込
書
」に
、児
童
手
当
か
ら
の
申
出
徴
求

に
関
す
る
同
意
欄
を
設
け
、保
護
者
の
意

思
確
認
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
不
法
投
棄
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組

を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

不
法
投
棄
看
板
の

作
成
で
は
、町
内
に
在
住
す
る
外
国
人
の

動
向
や
他
自
治
体
の
先
進
事
例
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、多
言
語
化
や
、よ
り
視
覚

効
果
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い

く
。ま
た
、広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

町
民
へ
の
啓
発
活
動
、不
法
投
棄
問
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
小
学
校
で
の
環

境
学
習
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の

費
用
対
効
果
を
問
う
。

　
　
　
　
　

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
て
い

る
事
業
者
で
は
、農
薬
散
布
や
施
肥
に
要

す
る
時
間
が
従
来
の
７
割
減
と
な
る
等
、

総
労
働
時
間
や
延
べ
人
数
の
低
減
に
繋

が
っ
て
い
る
。疲
労
軽
減
や
余
暇
時
間
の

創
出
に
加
え
、削
減
さ
れ
た
時
間
を
収
益

性
や
付
加
価
値
の
高
い
品
目
の
栽
培
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、長
期
的
に
収
益
増
加

が
期
待
で
き
る
。ま
た
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
画

1
ま
ち
の
コ
イ
ン

「
ど
っ
つ
」は

　
　
資
源
確
保
、漁
場
保
全
、後
継
者

対
策
は
。

 　
　
　
　

 

水
産
資
源
確
保
の
取
組
と

し
て
、「
稚
魚
放
流
事
業
」「
養
殖
事
業
の

支
援
」「
漁
業
環
境
の
保
全
」を
掲
げ
て
お

り
、放
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

独
自
で
放
流
事
業
に
取
り
組
む
漁
協
等

に
対
し
て
町
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。下
水
道
事
業
の
推
進
や
町
内
の

様
々
な
団
体
が
行
っ
て
い
る
河
川
清
掃

な
ど
を
通
じ
、河
川
を
通
じ
た
栄
養
塩
や

ご
み
の
流
入
を
抑
制
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
な
ど
の
海
洋
汚
染
防
止
に
も
努
め

て
い
る
。地
域
の
漁
業
の
中
核
を
担
う
人

材
育
成
と
新
規・若
手
就
業
者
の
支
援
を

目
的
と
し
た
香
川
県
漁
業
士
認
定
制
度

を
利
用
し
、技
術
を
若
手
に
継
承
す
る
た

め
、実
地
研
修
を
通
じ
後
進
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

導
入
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
現

時
点
で
、事
業
評
価
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

  

「
ど
っ
つ
」の
導
入
に
よ
る

地
域
経
済
や
地
域
課
題
に
及
ぼ
す
影

響
が
、目
に
見
え
る
形
で
表
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。効
果
検

証
を
行
う
た
め
、導
入
目
的
に
対
す
る

達
成
状
況
や
事
業
効
果
な
ど
、「
ど
っ

つ
」に
係
る
事
業
評
価
を
適
宜
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、事
業
改
善
や
見
直

し
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
利
用
状
況
や
費
用
対
効
果
、厳
し

い
財
政
状
況
、導
入
目
的
の
達
成
な
ど

を
踏
ま
え
、今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

今
後
は
、本
町
の
財
政
状
況
も

踏
ま
え
な
が
ら
、他
の
事
業
と
同
様
に

事
業
所
管
課
や
財
政
所
管
課
に
お
い

て
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、事
業
の
必

要
性
や
費
用
対
効
果
、充
当
財
源
に
よ

る
制
限
、住
民
サ
ー
ビ
ス
、特
に
利
用

者
の
観
点
な
ど
を
多
角
的
に
検
証
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

住
民
環
境
課
長

産
業
課
長

問問

問教
育
総
務
課
長

政
策
課
長

産
業
課
長

中 

野　

 

一  

郎
議 

員

な
か     

の            

い
ち    

ろ
う

門　
秀 

俊
議 

員

か
ど         

ひ
で
　 

と
し

町
長

２
多
度
津
町
の
漁
業
は
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多
度
津
中
学
校
で
の
地
元
企
業
Ｐ

Ｒ
事
業
の
本
年
度
の
取
組
は
。

　
　
　
　
　
今
年
度
も
多
度
津
中
学
校

２
年
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
Ｐ
Ｒ

事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。本
事
業

は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、少
し
で

も
多
く
の
地
元
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、本
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生
に
対

し
、地
域
産
業
の
魅
力
を
伝
え
、ふ
る
さ

と
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
こ
と
で
、将

来
的
な
地
元
定
着
に
繋
が
る
取
組
と
し

て
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
小
中
学
校
で
の
実
施
状
況
は
。

　
　
　
　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
障

害
の
な
い
子
ど
も
と
、す
べ
て
の
時
間

を
同
じ
ク
ラ
ス
で
過
ご
す
と
い
う
こ
と

は
出
来
て
い
な
い
が
、イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
は
実
践
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。例
え
ば
、学
習
障
害
の
あ
る
子

ど
も
が
交
流
学
級
に
い
る
時
に
は
、視

覚
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
指
示
の
理

解
が
出
来
る
よ
う
に
工
夫
し
た
り
、聴

覚
障
害
が
あ
る
子
ど
も
が
い
る
際
に

は
、マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
補
聴
器
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
を
用
い
て
、そ
の
子
ど
も

が
聞
き
取
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
し

た
り
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
、特
別
支
援

教
育
に
関
連
し
て
、周
り
の
人
達
の
障

害
者
理
解
の
推
進
も
大
切
だ
と
考
え
、

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後

も
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
同
じ
場
で

学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
、そ
の
中
で
子
ど

も
達
が
、学
習
活
動
に
参
加
し
て
い
る

実
感
や
達
成
感
を
持
ち
、充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
な
が
ら
将
来
の
自
立
に

向
け
て
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中
間
的
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。情
報
通
信
技
術
の
進
展
や
運

転
手
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、全
国

的
に
導
入
が
増
加
し
て
い
る
。

本
町
の
実
施
す
る
実
証
実
験
で
は「
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
型
」と「
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
型
」の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
予
定
し

て
お
り
、利
用
は
ア
プ
リ
ま
た
は
電
話
で

予
約
を
行
う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。

　
　
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
や
移
動
サ
ー
ビ
ス「
チ
ョ
イ
来
た
」

と
デ
マ
ン
ド
型
交
通
と
の
共
存
の
在
り

方
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
に
は
デ
マ
ン

ド
型
交
通
、町
外
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
と

い
っ
た
使
い
分
け
を
想
定
し
て
い
る
。デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
運
行
に
よ
り
、「
チ
ョ
イ

来
た
」に
お
い
て
も
今
後
の
運
行
を
検
討

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
運
営
支
援
の
補
助
金
に

つ
い
て
検
証
を
行
い
た
い
。

　

 

平
成
30
年
３
月
に
国
土
交
通
省
か
ら

出
て
い
る「
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
の『
互
助
』に
よ
る
輸
送
」と
い
う

指
針
に
は
、有
償
に
よ
る
運
送
と
有
償
に

あ
た
ら
な
い
輸
送
の
両
方
に
つ
い
て
検

討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。特
に
、有
償
に

よ
る
運
送
を
検
討
す
る
際
に
は
、輸
送

の
安
全
性
や
旅
客
の
利
便
性
の
確
保
、

利
用
者
か
ら
の
運
賃
収
入
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
性
と
い
う
２
点
が
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ま
ず

は
利
用
者
が
運
送
の
対
価
を
負
担
す
る

有
償
運
送
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
検

討
か
ら
始
め
る
こ
と
が
、基
本
的
な
考

え
方
と
さ
れ
て
い
る
。

町
が
実
証
実
験
を
行
う
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド

型
交
通
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
と
は「
需

要
応
答
型
交
通
シ
ス
テ
ム
」と
呼
ば
れ
、

複
数
の
利
用
者
か
ら
の
事
前
予
約
に
応

じ
て
、そ
の
都
度
ル
ー
ト
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
決
定
し
て
運
行
す
る
乗
合
型
の
交
通

形
態
で
あ
る
。法
令
上
は
、一般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
に
分
類
さ
れ
る
。予
約

の
あ
る
箇
所
を
合
理
的
に
運
行
し
、路
線

1
高
齢
者
の
移
動
手
段

確
保
は

政
策
課
長

高
齢
者
保
険
課
長

産
業
課
長

問

問

問

問

教
育
長

1
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
実
施
状
況
は

2
誰
も
が
働
き
や
す
い

環
境
整
備
は

小 

川　
保
議 

員

お    

　
が
わ
　
　 

た
も
つ

氏 

家　
法 

雄
議 

員

う
じ
　  

け    

　
　 

の
り    

お

〇
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
？

国
籍
や
人
種
、言
語
、性
差
、経
済

状
況
、宗
教
、障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、全
て
の
子
ど
も
が
共

に
学
び
合
う
教
育
の
こ
と
。
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自
治
会
加
入
減
、退
会
者
増
に
よ

り
加
入
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、自
治

会
の
在
り
方
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

自
治
会
は
加
入
を
強

制
さ
れ
な
い
任
意
団
体
で
あ
り
、地
縁

を
基
盤
と
し
て
自
主
的
に
形
成
し
た
団

体
で
あ
る
が
、町
民
の
安
心
、安
全
で

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。町
に
と
っ

て
、地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
大
切
な

情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。地
域
共
助
の

中
核
と
し
て
も
大
き
な
存
在
で
あ
る
。

加
入
促
進
や
自
治
会
が
抱
え
て
い
る

課
題
に
対
し
て
、支
援
で
き
る
よ
う
研

究
を
進
め
る
。

　
　
❶
新
築
住
宅
の
補
助
金
は
。❷
公

共
の
こ
ど
も
園
は
。❸
図
書
館
の
建
設

は
。❹
屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
は
。

❺
教
育
費
の
増
額
は
。❻
道
路
網
の
整

備
は
。❼
低
価
格
で
入
居
可
能
な
福
祉

施
設
の
充
実
は
。❽
高
齢
者
の
防
犯
対

策
の
充
実
は
。

　
　
　

❶
各
種
補
助
金
が
あ
る
。周
知

方
法
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

  

❷
関
係
機
関
と
検

討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

  

❸
住
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
、施
設
整
備
の
検
討
に
努
め

る
。

　
　
　
　
　
　
　

  

❹
統
廃
合
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、現
在
の
と
こ
ろ
設
置

計
画
は
な
い
。❺
教
育
内
容
、学
校
設
備

の
充
実
に
向
け
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

❻
第
７
次
総
合
計
画
の

基
本
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

❼
今
後
は
様
々

な
居
住
ス
タ
イ
ル
が
普
及
し
て
い
く
の

で
研
究
す
る
。❽
見
守
り
活
動
や
情
報

提
供
を
継
続
し
、防
犯
活
動
に
努
め
る
。

　
　
本
町
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
。

　
　
　

公
共
施
設
に
31
基
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
て
い
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
リ
ー
ス
契
約
に
よ
る
設
置
で
あ

る
。

　
　
今
後
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目

的
と
し
た
三
角
巾
等
の
配
備
は
。

　
　
　

県
内
で
は
、６
市
１
町
で
実
施

し
て
い
る
。設
置
者
と
リ
ー
ス
会
社
と

で
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
本
町
の
防
災
会
議
の
委
員
は
、何

名
な
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
は
20
名
を
任
命
し
、

こ
の
う
ち
女
性
委
員
は
３
名
で
全
体
の

15
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

本
町
の
防
災
会
議
条
例
は
い
つ

設
置
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

昭
和
38
年
10
月
１
日
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
屋
外
で
働
く
職
員
は
、様
々
に
工

夫
し
て
熱
中
症
対
策
を
し
て
い
る
が
、

本
町
で
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　

空
調
付
き
ベ
ス
ト
は
、多

度
津
町
職
員
被
服
貸
与
規
定
に
規
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、職
員
が
各
自
で
熱
中

症
対
策
の
た
め
に
個
人
で
購
入
し
て

い
る
。屋
外
作
業
は
熱
中
症
の
危
険
が

あ
り
、屋
外
作
業
に
従
事
す
る
職
員
か

ら
は
、空
調
付
き
ベ
ス
ト
等
の
必
要
性

が
あ
る
と
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　

多
度
津
町
職
員
被
服
貸

与
規
程
の
見
直
し
、対
象
職
種
の
見

直
し
及
び
次
年
度
予
算
の
検
討
を
行

い
、屋
外
作
業
に
従
事
す
る
職
員
へ
の

貸
与
を
検
討
す
る
。

問問問問

問問

1
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

へ
の
三
角
巾
の
常
備
は

2
防
災
会
議
の
女
性
委
員

の
任
命
状
況
は

3
空
調
付
き
ベ
ス
ト
等
を

導
入
す
る
考
え
は

1
住
ん
で
も
ら
え
る

町
つ
く
り
は

町
長

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

問

問

生
涯
学
習
課
長

教
育
総
務
課
長

高
齢
者
保
険
課
長

建
設
課
長

健
康
福
祉
課
長

町
長
公
室
長

隅 

岡
　
美 

子
議 

員

す
み
　 

お
か          

よ
し
　 

こ

兼 

若
　
幸
　一
議 

員

か
ね
　 

わ
か
　
　
　
こ
う
　
　
い
ち

２
自
治
会
の
在
り
方
は
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般
会
計
か
ら
限
度
一
杯
の
繰
入
れ
を
し

て
い
る
か
ら
な
の
で
、利
益
が
出
て
い
て

も
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
も
考
え

る
べ
き
で
な
い
の
か
。

　
　
下
水
道
使
用
料
で
は
回
収
す
べ
き

費
用
を
ど
の
程
度
、使
用
料
で
賄
え
る

か
を
示
す
経
費
回
収
率
と
単
年
度
収

支
が
黒
字
で
あ
る
か
を
示
す
経
常
収
支

比
率
の
指
標
が
１
０
０
％
以
上
と
い
う

の
が
判
断
材
料
で
あ
り
、決
算
に
基
づ

き
算
出
す
る
と
２
つ
の
指
標
は
上
回
っ

て
い
る
の
で
、現
状
で
は
汚
水
処
理
費

用
は
使
用
料
収
入
で
賄
え
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。今
後
は
人
口
減
少
に
伴
う

有
収
水
量
の
減
少
や
管
渠
施
設
等
の

更
新
と
維
持
管
理
負
担
金
の
増
額
が

予
測
さ
れ
る
の
で
、決
算
状
況
を
見
な

が
ら
、適
正
な
使
用
料
を
考
え
た
い
。

ま
た
、今
後
は
、早
目
に
財
政
部
局
と

も
協
議
し
な
が
ら
、使
用
料
の
値
上
げ

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

下
水
道
事
業
の
工
事
は
金
額
が

大
き
く
て
も
ほ
と
ん
ど
が
随
意
契
約
に

な
っ
て
い
る
が
、契
約
方
法
を
も
う
少

し
検
討
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。ま
た
、工
事
金
額
が
妥
当
な
の
か

研
究
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

下
水
道
工
事
の
工
法
に
よ
っ
て
は
金
額

が
跳
ね
上
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、工

事
費
を
軽
減
す
る
た
め
に
途
中
で
設
計

方
針
を
改
良
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
ポ
ン
プ
機
器
な
ど
の
特
定
の
業
者

し
か
修
繕
が
出
来
な
い
場
合
は
１
社
で

随
意
契
約
を
し
て
い
る
が
、基
本
的
に

は
１
３
０
万
円
未
満
の
工
事
は
３
社
に

よ
る
比
較
見
積
り
で
安
価
な
業
者
を
選

定
し
て
お
り
、１
３
０
万
円
以
上
は
指

名
競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、下
水
道
の
工
事
で
は
特
定
の
業

者
し
か
修
繕
出
来
な
い
場
合
も
あ
る

が
、今
後
、新
し
く
設
置
す
る
機
器
等
に

つ
い
て
は
、ど
の
業
者
で
も
修
繕
が
出
来

る
よ
う
な
発
注
の
仕
方
を
検
討
し
た
い
。

　
　
町
民
税
、固
定
資
産
税
及
び
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
は
、不
納
欠
損
が
増

加
し
て
い
る
と
思
う
が
、ど
う
い
う
状

況
な
の
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

不
納
欠
損
額
は
町
民
税
が
約
２

７
８
万
円
、固
定
資
産
税
が
約
３
３
０

万
円
、軽
自
動
車
税
が
約
74
万
円
で
あ

る
が
、年
度
に
よ
っ
て
多
寡
が
あ
り
、町

民
税
は
滞
納
者
か
ら
徴
収
出
来
な
か
っ

た
場
合
、時
効
の
５
年
経
過
後
に
不
納

欠
損
で
処
理
し
て
い
る
。財
産
が
な
い

場
合
は
執
行
停
止
し
て
３
年
経
過
後
に

不
納
欠
損
を
し
て
お
り
、外
国
人
の
出

国
や
日
本
人
の
県
外
転
出
に
は
、催
告

書
等
を
送
付
し
て
時
効
前
に
誓
約
書
を

取
っ
た
り
、分
納
の
相
談
を
し
て
時
効

の
延
長
を
し
て
い
る
。

　
　

児
童
福
祉
費
の
委
託
料
の
予
算

が
８
２
０
１
万
８
千
円
に
対
し
て
不
用

額
が
７
２
６
万
４
３
４
０
円
と
な
っ
て

い
る
が
、理
由
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

児
童
福
祉
費
の
委
託
料
の
不
用

額
は
、昨
年
ま
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
委
託
し
て
い
た
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
返
還
金
で
あ
る
。

　
　

　
　

農
業
振
興
費
の
委
託
料
の
予
算

が
６
７
５
万
円
に
対
し
て
不
用
額
が
１

５
５
万
６
６
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

農
業
振
興
費
の
委
託
料
で
は
農

振
地
区
の
計
画
変
更
を
予
定
し
て
い
た

が
、見
直
し
の
内
容
の一部
で
確
認
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、改
め
て
次
年

度
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
減

額
し
て
い
る
。 

　
　
文
化
財
的
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
古
い
建
物
を
所
有
し
て
い
る
町
民

が
修
繕
を
し
た
い
時
に
町
に
相
談
す
れ

ば
、補
助
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
　
町
に
は
文
化
財
の
専
門
職
員
が
い

る
の
で
、本
町
だ
け
で
は
な
く
多
度
津

町
内
全
域
で
確
認
と
調
査
を
し
て
、歴

史
的
価
値
や
文
化
的
価
値
が
あ
る
と

判
断
す
れ
ば
修
理
す
る
部
分
に
対
し
て

補
助
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
工
事
に
つ
い
て

税
金
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て

児
童
福
祉
費
委
託
料
の
不
用
額

農
業
振
興
費
委
託
料
の
不
用
額

歴
史
的
価
値
の
あ
る
建
造
物

委
員
会
審
議
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
質
疑

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。内
容
の一部
を
報

告
し
ま
す
。

　
　
歳
入
の
地
方
交
付
税
を
８
７
５
３

万
８
千
円
増
額
補
正
し
て
い
る
が
、こ

の
歳
出
を
伴
わ
な
い
余
力
の
財
源
に
つ

い
て
は
、緊
急
を
要
す
る
も
の
に
使
用

す
る
の
か
、あ
る
い
は
基
金
に
積
む
の

か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

当
初
予
算
で
の
普
通
交
付
税
の

見
込
額
は
20
億
２
５
６
８
万
３
千
円
で

あ
る
が
、災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に

遅
滞
な
く
取
り
組
む
財
源
と
し
て
重
要

で
あ
り
、今
後
は
旧
庁
舎
の
跡
地
利
用

な
ど
の
大
型
事
業
も
あ
る
の
で
、適
切

な
予
算
配
分
を
行
い
つ
つ
、剰
余
金
は

積
極
的
に
各
種
基
金
に
積
み
立
て
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
小
学
校
建
設
費
で
８
８
１
万
４
千

円
を
増
額
補
正
し
て
い
る
が
、改
修
の

内
容
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

答　
小
学
校
建
設
費
の
増
額
は
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
て
、白
方
小
学
校

の
体
育
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
設

計
委
託
料
94
万
９
千
円
と
工
事
費
６
４

３
万
５
千
円
及
び
白
方
小
学
校
の
旧
校

舎
の
爆
裂
し
た
軒
の
工
事
費
で
あ
る
。

　　
　

下
水
道
事
業
の
決
算
で
当
期
純

利
益
が
３
２
０
万
９
８
１
０
円
と
な
っ

た
の
は
、国
の
限
度
基
準
ま
で一般
会
計

か
ら
繰
入
れ
を
し
た
結
果
で
あ
り
、来

期
か
ら
欠
損
金
が
出
て
も
不
思
議
で
は

な
い
数
値
な
の
で
、下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
、考
え
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、下
水
道
事
業
の
数
値
を
分
析
し

た
と
こ
ろ
、資
本
の
割
合
が
全
国
平
均

よ
り
も
非
常
に
低
く
、利
益
が
出
て
い

る
の
は
、財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
も一

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
12
日
・
17
日
開
催
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境
港
市
は
、議
会
の
動
画
配
信
を
テ

レ
ビ
中
継
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
で

行
っ
て
い
る
。放
送
を
行
う
会
議
は
定

例
会
の
本
会
議（
初
日
、一
般
質
問
、最

終
日
）で
、臨
時
会
、各
委
員
会
、全
員

協
議
会
は
放
送
し
て
い
な
い
。

　
テ
レ
ビ
中
継
は
、鳥
取
県
西
部
を
放

送
エ
リ
ア
と
す
る
株
式
会
社
中
海
テ
レ

ビ
会
社
に
業
務
委
託
し
、委
託
料
２
５

３
万
円
を
支
払
っ
て
い
る
。放
送
日
に

ス
タ
ッ
フ
２
名
が
来
庁
し
、カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
や
テ
ロ
ッ
プ
挿
入
等
の
中
継
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
は
、議
会
事
務

局
職
員
が
編
集
し
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
る
。編
集
作
業
は

ソ
フ
ト
の
パ
ワ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ウ
ル

ト
ラ
を
使
用
し
て
い
る
。編
集
作
業
に

要
す
る
時
間
は
、会
議
の
時
間
プ
ラ
ス

30
分
程
度
が
必
要
で
あ
る
。経
費
と
し

て
は
、一日
当
た
り
２
万
円
の
映
像
２
次

使
用
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

大
田
市
も
議
会
の
動
画
配
信
を
テ

レ
ビ
中
継
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
で

行
っ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
中
継
は
、地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
石
見
銀
山
テ
レ
ビ
が
開
局
さ
れ

た
、平
成
21
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。中

継
は
、市
と
テ
レ
ビ
局
と
の
協
議
の
結

果
、当
初
よ
り
無
償
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
に
議
会
活
性
化
検
討
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、市
民
の「
開
か
れ

た
議
会
」の
取
り
組
み
の一つ
と
し
て
、一

般
質
問
の
Ｙ
ｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
配
信
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、テ
レ
ビ
の
生
中
継
の

動
画
の
編
集
を
業
務
委
託
し
、提
供
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
配
信
は

議
会
事
務
局
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

　
動
画
撮
影
や
映
像
の
表
示
は
テ
レ
ビ

局
の
職
員
が
行
い
、一回
の
定
例
会
当
た

り
、10
万
４
５
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
議
会
中
継
の
利
点
は
、誰
で
も
自
宅

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
視
聴
で
き
る

た
め
、政
治
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
、政
治
の
透

明
性
の
向
上
や
、議
員
自
身
の
言
動
が

記
録
・
放
送
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

か
ら
、よ
り
誠
実
な
対
応
を
促
す
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

　
多
度
津
町
が
、中
讃
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
と
契
約
を
締
結
し
、議
会
中
継
を
行

う
の
は
予
算
的
に
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

多
度
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会

の
ペ
ー
ジ
に
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ「
多
度
津
町

議
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
開
設
し
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
視
聴
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
は
無
料
で
行
え
る
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、録
画
し

た
議
会
動
画
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、

動
画
編
集
ソ
フ
ト
に
よ
り
、議
会
事
務
局

職
員
が
動
画
を
編
集
し
、Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
作
業
が
必
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
、業
務
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
る
。ま
た
、動
画
編
集
ソ
フ
ト

を
新
た
に
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

中
野　
一郎

視
察
先
：
鳥
取
県
境
港
市
議
会

　
　
　
　
島
根
県
大
田
市
議
会

目
　
的
：
議
会
改
革
つ
い
て

「
視
察
研
修
報
告
」

　
議
会
運
営
委
員
会（
委
員
６
名
）

　
令
和
７
年
７
月
22
日
〜
24
日

鳥取県各市町村

さかいみなと

日本海

日本海

おおだ

島根県各市町村
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　尾崎 忠義 氏（奥白方・80歳）が９月30日にご逝去されました。
　平成15年２月に初当選されてから、連続６期22年余にわたり
町議会議員を務められました。その間議会においては、常任委
員会委員長を務められ、地方自治に功労があったとして全国
町村議会議長会表彰、四国地区町村議会議長会表彰などを
受章されました。
　長年にわたり、地方自治の伸展と地域社会の発展のため、その
情熱を捧げられました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

四国地区町村議会議長会 表彰
町議会議員として20年にわたり地方
自治に貢献されたとして、令和４年に
表彰されました。

議会だより 表紙写真
「議会だより たどつ」の表紙写真を
何度もご提供いただきました。

一般質問をする尾崎議員
いつも町民・町政のことを考え、たくさ
んの質問をされていました。

尾崎 忠義 町議会議員
ご逝去
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発
行
／
多
度
津
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

住
所
／
香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
栄
町
三
丁
目
3番
９
5号

多
度
津
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議
会
だ
よ
りた
ど
つ

た
ど
つ

No. 38
令
和
7年
12月

1日
発
行

多
度
津
町
議
会

　

議会の動き 7月～9月

編
集
後
記

発
行
責
任
者

金
井
　
浩
三

議

長

議
会
広
報
編
集
委
員
会氏

家
　
法
雄

藪
　
乃
理
子

渡
辺
美
喜
子

藪
内
真
由
美

大
平
　
恭
大

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

隅
岡
　
美
子

委
　
　
員

委
　
　
員

　
木
々
の
葉
が
色
づ
き
、冬
の
訪

れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
最
後
の
議
会
だ
よ
り
が

で
き
ま
し
た
。

　
皆
様
と
議
会
と
の
パ
イ
プ
役

に
、顔
の
見
え
る
身
近
な
も
の
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、皆
様
に

愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
ま
す
。ど
う
ぞ
手
に
取
っ
て
ご

愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
議
会
広
報
編
集
委
員

渡
辺
美
喜
子

月 日 曜日 会　議　等

～議会を傍聴しませんか～

12月議会のお知らせ

12月3日（水）～22日（月）開催予定
※一般質問は10日(水)・11日(木)を予定しています。

傍聴の手続きは、住所、氏名、年齢を当日記入するだけです。
ぜひお気軽にお越しください。
※議場内での撮影、録音、飲食は禁止です。

議会事務局 ☎0877－33－0701お問合せ先

7

8

詳しい日程等は議会事務局までお問い合わせください。

２

11

22

28

４

20

26

水

金

火

月

月

水

火

議会広報クリニック

第１回議会広報編集委員会

議会運営委員会視察研修（～24日）

第２回議会広報編集委員会

第３回議会広報編集委員会

議会運営委員会

定例会議案勉強会

月 日 曜日 会　議　等

9

４

10

11

12

17

29

木

水

木

金

水

月

定例会（提案説明）

定例会（一般質問）

定例会（一般質問）

定例会（議案審議）

総務教育常任委員会、
建設産業民生常任委員会、
予算決算審査特別委員会

予算決算審査特別委員会、
全員協議会


